
607№

令和5年

101010
発行／和木町　〒740－8501　山口県玖珂郡和木町和木 1丁目 1番 1号　
☎０８２７－５２－２１３６　　０８２７－５２－５３１３　編集／企画総務課　印刷／㈲広瀬印刷

ホームページアドレス　https://www.town.waki.lg.jp/
Eメールアドレス　yamaguchi@town.waki.lg.jp

トピックス

敬老会　開催
姉妹都市　北海道恵庭市から 3P・・・

2P・・・・・・・・・・・・・・・・・・

和木町敬老会和木町敬老会和木町敬老会

山口瑠美

スペシャル歌謡シ
ョー

山口瑠美

スペシャル歌謡シ
ョー

山口瑠美

スペシャル歌謡シ
ョー

見本

見本

10/３１（火）まで
販売終了間近

和木町プレミアム付商品券和木町プレミアム付商品券



行政報告をする米本町長

まもるくん・あゆみちゃんと記念撮影 山本和彦さん

　

9
月
8
日
か
ら
22
日
ま
で
の
15
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
5
年
第
5
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
4
件
、同
意
1
件
、

諮
問
1
件
、
認
定
1
件
、
議
案
6
件
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
10
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実

施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
11
号

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
、
和
木
町
の
財
務
に
関
す
る

事
務
の
執
行
及
び
事
業
の
管
理
に
つ
い
て

監
査
し
た
報
告

報
告
第
12
号

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

※
令
和
4
年
度
決
算
に
か
か
る
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

報
告
第
13
号

　

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

※
令
和
4
年
度
決
算
、
令
和
4
年
度
公
園
使

用
料
及
び
利
用
者
数
、
令
和
5
年
度
予
算

に
つ
い
て
の
報
告

同
意
第
4
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
教
育
委
員
会
委
員
の
佐
伯
和
彦
さ
ん
の
任

期
が
９
月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き

続
い
て
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

諮
問
第
１
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
人
権
擁
護
委
員
の
山
本
和
彦
さ
ん
の
任
期

が
12
月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

い
て
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
法
務

大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
も

の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

認
定
第
１
号

　

令
和
4
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
令
和
4
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
認
定
】

議
案
第
34
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

※
新
規
事
業
な
ど
に
必
要
と
な
る
経
費
を
計

上
す
る
と
と
も
に
、
令
和
4
年
度
決
算
の

確
定
に
伴
い
、
繰
越
金
や
財
政
調
整
基
金

積
立
金
の
増
額
な
ど
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

第
５
回
和
木
町
議
会
定
例
会

議
案
第
35
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
主
に
令
和
4
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の

確
定
に
よ
り
、
歳
入
予
算
を
調
整
す
る
も

の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
36
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
令
和
4
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
、
歳
入
予
算
を
調
整
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
37
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
和
木
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
等
必
要
な
経
費

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
令
和
4
年
度
決

算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
、
繰
入

金
を
調
整
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
38
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
主
に
令
和
4
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の

確
定
に
よ
り
、
繰
入
金
を
調
整
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
39
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
4
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
、
歳
入
予
算
を
調
整
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

9
月
8
日
︑
和
木
こ
ど
も
園
の
年
長

を
対
象
に
し
た
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
︒

　

岩
国
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
山
本

和
彦
さ
ん
他
6
名
を
お
招
き
し
︑﹁
思

い
や
り
の
心
﹂
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
﹁
人

K
E
N
ま
も
る
く
ん
・
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
﹂

が
登
場
し
︑
み
ん
な
と
仲
良
く
す
る
魔

法
の
言
葉
﹁
大
丈
夫
？
﹂﹁
ご
め
ん
ね
﹂

﹁
あ
り
が
と
う
﹂
の
3
つ
の
言
葉
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
︒

和
木
こ
ど
も
園
で
人
権
教
室

まちの話題
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徳岡代表取締役（左）と米本町長（右）

6位の第 3分団

山口瑠美さん 生見子ども神楽

記念品を受け取られた
95歳代表  竹本幸正さん

優勝の女性団員

　

9
月
4
日
に
嘉
屋
黎
子
さ
ん
が
︑
9
月
21

日
に
中
村
栄
子
さ
ん
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑
町
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
嘉
屋
黎
子
さ
ん
︑
中
村
栄
子
さ
ん

は
お
名
前
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒

　

総
合
商
社
で
あ
り
カ
メ
ラ
事
業
も
手
掛
け

て
い
る
﹁
ソ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
﹂︵
本
社  

大

阪
府
大
阪
市
︶
様
か
ら
︑
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
を
頂
戴
し
︑
9
月
20
日
に
米
本

町
長
か
ら
徳
岡
代
表
取
締
役
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
︒

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
︑
防
災
・
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
促
進
事
業
へ
有
効
に
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
︒

まちの話題

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　

感
謝
状
贈
呈
式

厚
生
功
労
者
表
彰

　

9
月
16
日
︑山
口
県
消
防
学
校
に
お
い
て
︑

県
下
の
消
防
団
が
集
う
﹁
令
和
5
年
度
山
口

県
消
防
操
法
大
会
﹂
及
び
﹁
第
41
回
山
口
県

女
性
消
防
操
法
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
和
木

町
消
防
団
か
ら
は
第
3
分
団︵
関
ヶ
浜
地
区
︶

と
団
本
部
女
性
団
員
の
2
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
︒

　

大
会
で
は
︑
選
手
た
ち
は
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
︑
第
3
分
団
は
応
急
操
法
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
6
位
︑
団
本
部
女
性
団
員

は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
基
本
操
法
の
部
で
優
勝
を

修
め
ま
し
た
︒

　

猛
暑
の
中
︑
厳
し
い
訓
練
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
︑
ま
た
︑
熱
心
に
訓
練

指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
消
防
署
東
出

張
所
の
皆
さ
ん
︑
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
︒

﹁
山
口
県
消
防
操
法
大
会
﹂に
出
場

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
﹁
敬
老
会
﹂
開
催

　

9
月
16
日
︑
文
化
会
館
で
︑
町
内
在

住
の
昭
和
26
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
︵
年
度
末
で
73
歳
以
上
の
方
︶

1
︐
1
1
8
名
︵
男
性
4
6
0
名
︑
女

性
6
5
8
名
︶
を
対
象
に
︑﹁
敬
老
会
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
式
典
で
は
米
本

町
長
の
挨
拶
に
続
き
︑
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
︑
節
目
年
齢
の
代
表
者
の
方
々

に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
︒
ま
た
︑
招
待
者
を
代
表
し
︑
本
家

敏
子
さ
ん
が
開
催
の
お
礼
と
︑﹁
元
気
に
︑

健
康
に
︑前
向
き
に
生
き
て
い
き
た
い
︒﹂

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
︑
生
見
子
ど

も
神
楽
よ
る
演
舞
に
続
き
︑
和
木
町
出

身
の
演
歌
歌
手
︑
山
口
瑠
美
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
︑
懐
か
し
い

曲
を
一
緒
に
歌
う
な
ど
会
場
を
明
る
く

楽
し
い
雰
囲
気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

　

節
目
年
齢
の
代
表
者
は
次
の
方
々
で

し
た
︒

80
歳　

本
家　

敏
子
さ
ん

88
歳　

藤
本
美
沙
子
さ
ん

95
歳　

竹
本　

幸
正
さ
ん

今
年
度
80
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
16
名

　

女
性
38
名

今
年
度
88
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
17
名

　

女
性
18
名

今
年
度
95
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
5
名

　

女
性
5
名

今
年
度
99
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
1
名

　

女
性
5
名

今
年
度

100
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
0
名

　

女
性
2
名

2



吉田萌美さん

まちの話題

　

は
じ
め
ま
し
て
︒
こ
の
度
︑
姉
妹
都
市
で

あ
る
北
海
道
恵
庭
市
か
ら
派
遣
職
員
と
し
て

参
り
ま
し
た
︑

よ
し
だ
も
え
み

吉
田
萌
美
と
申
し
ま
す
︒
10

月
2
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
2
ヶ
月
間
︑

企
画
総
務
課
に
お
世
話
に
な
り
︑
企
画
係
の

一
員
と
し
て
町
制
施
行
50
周
年
事
業
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

恵
庭
市
で
は
教
育
委
員
会
教
育
支
援
課

で
︑
何
ら
か
の
事
情
で
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
児
童
生
徒
の
学
習
を
保
障
す
る
た

め
の
施
設
︵
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
︶
の
運
営

に
か
か
る
事
業
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
︒

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
北
海
道
の
道
産
子

で
あ
る
た
め
︑
初
め
て
の
山
口
県
・
和
木
町

訪
問
で
︑
北
海
道
と
異
な
る
気
候
や
北
海
道

に
は
な
い
食
べ
物
︑
歴
史
な
ど
に
触
れ
ら
れ
︑

貴
重
な
経
験
が
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
︒

　

2
ヶ
月
と
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
︑

滞
在
中
に
多
く
の
方
と
交
流
が
で
き
た
ら
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
お
声
か

け
く
だ
さ
い
︒

趣
味　

旅
行
︑
ド
ラ
イ
ブ
︑
サ
ウ
ナ
︑
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と

特
技　

す
ぐ
に
道
を
覚
え
ら
れ
る
こ
と

姉
妹
都
市

　
　

北
海
道
恵
庭
市
か
ら

エイドリーン先生

新しい ALT着任！

　こんにちは！私の名前はエイドリーンです。和木町の新規 ＡＬＴとして、８月７日に着任しました。ハワ
イ出身で日本に来るのは初めてです。着任してからまだ１ヶ月ですが、和木や日本の素晴らしさをいろんな
場所で感じています。食べ物はおいしく、小瀬川の景色も綺麗でした。私は日本語がほとんど話せませんし、
理解することもできませんが、和木のみなさんは私にとても親切にしてくれました。日本では何もかもが初
めてです。和木で生活し、英語を教えることで、私も日本語を学びたいと思っています。
　ハワイでの生活について少し紹介します。私はフィリピン系アメリカ人でネイティブハワイアンではあり
ません。ハワイにはさまざまな文化が混在しており、実は日本の文化もその一つです。なんとお盆などの日
本の伝統はハワイでも見られます。ハワイに留学してきていた日本人と友達になり、お互いの文化を共有す
る機会を得たことが来日を考えるきっかけとなりました。
　私をコミュニティの一員として迎え入れていただき、ありがとうございます。小中学校での仕事が主にな
りますが、町内やイベント等で見かけられたら、気軽に声をかけてくださいね。これから、和木町に貢献で
きるよう精一杯頑張ります。

エイドリーン先生へのインタビュー動画を「和木ちゃんねる Youtube チャンネル」に掲載しています。
同チャンネルでは町の話題を随時配信していますので、チャンネル登録をお願いします。

ラブラドール　エイドリーン　フェリシティ　カタンガイ　先生
LABRADOR  ADRIENE  FELICITY  CATANGAY

（外国語指導助手）
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XK徒 慶さん

　

8
月
23
日
︑
和
木
町
文
化
会
館
で

﹁
ザ  

ク  

ト

X
K
徒
慶 

ス
ー
パ
ー
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

シ
ョ
ー
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

当
日
は
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
ま

し
た
が
︑
開
場
前
に
は
雨
足
も
弱
ま
り
︑

子
ど
も
と
保
護
者
を
中
心
に
約
4
5
0

人
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
︒

　

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
ト
慶
さ
ん
が
繰

り
広
げ
る
大
迫
力
の
シ
ョ
ー
は
衝
撃
の

連
続
で
︑
和
木
町
文
化
会
館
が
一
気
に

シ
ョ
ー
の
本
場
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
と
変

貌
し
ま
し
た
！

　

9
月
9
日
︑
中
学
校
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
︒

　
﹁Plus U

ltra 　

～
と
も
に
高
み
へ
～
﹂

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
︑
生
徒
た
ち
は
日

ご
ろ
か
ら
練
習
を
積
み
重
ね
︑
リ
レ
ー
︑

応
援
合
戦
︑
全
校
ダ
ン
ス
な
ど
︑
各
種
競

技
に
全
力
を
出
し
ま
し
た
︒

中
学
校
体
育
祭

　

8
月
28
日
︑
小
瀬
川
大
和
橋
下
流
に
て
︑

大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花
火
大
会
︵
主
催
：

大
竹
商
工
会
議
所
︶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
川
ま
つ
り
は
︑
大
竹
市
と
和
木
町

の
発
展
の
源
で
あ
る
小
瀬
川
へ
の
感
謝
と

祈
り
を
こ
め
て
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
︒

今
年
は
︑
花
火
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と

し
て
︑
和
木
町
町
制
施
行
50
周
年
を
記
念

し
て
︑
和
木
町
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
︑

多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
︒

大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花
火
大
会

まちの話題

文
化
会
館
夏
休
み
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
︵
後
半
︶

　

ま
た
︑
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
全
員
参
加

の
マ
ジ
ッ
ク
も
用
意
さ
れ
て
お
り
︑
50

周
年
に
ち
な
ん
だ
演
出
に
は
会
場
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
︒

　

足
元
の
悪
い
中
ご
来
場
い
た
だ
き
︑

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　

8
月
19
日
か
ら
8
月
28
日
ま
で
和
木

美
術
館
に
お
い
て
﹁
は
た
ら
く
乗
り
物

プ
レ
イ
ラ
ン
ド
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒

　

和
木
美
術
館
に
人
気
の
は
た
ら
く
乗

り
物
が
大
集
合
！
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
操

縦
体
験
や
多
種
多
様
な
乗
り
物
遊
具
も

多
数
用
意
さ
れ
て
お
り
︑
夏
休
み
の
子

ど
も
た
ち
は
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
︒

　

連
日
酷
暑
が
続
き
ま
し
た
が
︑
子
ど

も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
2
︐
0
0
0
人

を
超
え
る
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
︒

夏
休
み
子
ど
も
向
け
展
示

　
　
　
　
　
　
　
︵
後
半
︶
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　町は、昨年１２月より土砂災害警戒（危険）区域を含む９つの地区の内、同意を頂いた７つの自治会、８つの
地区民生委員と協議を重ねるとともに、支援対象者への戸別訪問による説明の上での同意を得て、今年７月に５９
世帯７１名の個別避難計画を作成しました。
　個別避難計画とは、近年の温暖化の影響による長雨、大型台風等の多発により、全国各地で大規模な災害が発
生し、多くの高齢者等の避難が適切になされなかったことから、令和３年に災害対策基本法を改正し、対象者毎
に避難支援関係者等を定めた「個別避難計画」の作成を市町村長の努力義務として規定されたもので、これを受
けて町は、発生の可能性が最も大きい土砂災害を対象に本計画を進めてまいりました。
　本計画による避難支援体制ですが、町内に土砂災害に関する「高齢者等避難」が発令された場合、計画に示さ
れた避難支援関係者が支援対象者に発令された事をお伝えして避難行動を促します。その際、支援対象者の今後
について「自分や家族の支援で自宅外に避難する」「自宅で安全を確保する」「避難したいが避難できない又は避
難支援を要請する」のいずれかの行動を確認し、その結果を、自治会長（曙地区は民生委員）に報告していただ
きます。これを受けた自治会長は地区内の避難行動を把握して町に連絡を頂き、受けた町の担当課は、公用車、
消防団車両、マイクロバスを運行して、支援要請のあった避難対象者宅から避難所（総合コミュニティセンター）
への避難（移動）支援を行います。
　本体制により、支援対象者の立ち退き避難を促進するとともに、支援対象者の避難行動を地域や町が把握する
ことにより、災害発生時等において迅速な対応が取れるものと考えております。また、本体制による相互扶助を
つうじて、地域のつながりを活性化できるものと考えております。
　今年８月よりスタートした本体制ですが、これを「実効性」あるものにするためには、地域や町の関係者がそ
れぞれの役割と行動を認識して行動し、相互に連携することが必要です。支援を受ける皆さま、それを支援して
いただく皆さまにおかれましては、本体制へのご理解とご協力を頂きますようお願いいたします。

個別避難計画による避難支援のイメージ

個
別
避
難
計
画
に
よ
る
避
難
支
援
体
制
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、町の財政状況を判断する財政指標を公表
します。
　これは、町財政の状況を明らかにすることで住民の目によるチェックを可能とし、財政悪化の
兆候が見られた場合に財政の健全化を図っていくことを目的とします。

　 資金不足比率
　和木町では簡易水道事業と、公共下水道事業が公営企業に該当し、一般会計から切り離されて独
立の公営企業会計を持ちます。資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全
化基準を超えた場合、資金不足となった要因を分析し、経営健全化の基本方針等を定めた経営健全
化計画を作成し、経営の健全化を図ることになります。
　令和４年度において、簡易水道事業、公共下水道事業特別会計ともに資金不足はありません。

①実質赤字比率…………一般会計等の赤字額の標準財政規模※に対する割合
②連結実質赤字比率……全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率………一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率…………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

　 健全化判断比率
　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の４
つの指標で構成されており、この比率がそれぞれ「早期健全化基準」（黄信号）を超えれば財政健
全化計画の作成が必要となり、更に、「財政再生基準」（赤信号）を超えると地方債の起債に制限の
かかる財政再生団体になります。
　令和４年度において、和木町は４つの比率とも早期健全化基準を下回る数値となっています。

・資金不足額がないため、資金不足比率※は「－」と表示しています。

指　標　名

指　標　名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

（黒字）

（黒字）

6.6%

2.5%

15.00％

20.00％

25.00％

350.00％

20.00％

30.00％

35.00％

和木町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

R２

（黒字）

（黒字）

6.0％

47.9％

R３

（黒字）

（黒字）

5.8％

32.7％

R４

（黒字）

（黒字）

6.6％

2.5％

Ｈ29

（黒字）

（黒字）

7.7％

40.4％

Ｈ30

（黒字）

（黒字）

7.3％

67.6％

R１

（黒字）

（黒字）

6.8％

61.5％

会　計　名

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

－

－

20.0％

20.0％

資金不足比率 経営健全化基準

○平成29年度決算からの指標の推移

※資金不足比率………公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

（令和４年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の公表）

和木町財政の健全性は！？
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神津凛子 著
伊集院静 著
神永学 著
相場英雄 著
東野圭吾 著
群ようこ 著
石田衣良 著
本城雅人 著
岡崎琢磨 著
桜木紫乃 著

もとしたいづみ 作、ふくだいわお 絵

えがしらみちこ 作・絵

佐藤まどか 作、アンマサコ 絵

二宮由紀子 作、高畠純 絵
でくねいく 作・絵
柴田ケイコ 作

竹下文子 文、鈴木まもる 絵
あきやまただし 作・絵

佐々木マキ 作
田中達也 作

＜CD＞
☆ ＲＥＳＰＥＣＴ　ＡＬＬ／ＡＩ
☆ 大人の涙／マカロニえんぴつ
☆ ５ａｍ／ｍｉｌｅｔ
☆ ROCK'N ROLL Recording Session at  　
　 Victor Studio 301 ／斉藤和義　
☆ ピース／Ｋｉｎｇ＆Ｐｒｉｎｃｅ
☆ 宇宙百景／石崎ひゅーい

＜一般書＞
『オイサメサン』
『ナポレオン街道　可愛い皇帝との旅』
『ラザロの迷宮』
『サドンデス』
『あなたが誰かを殺した』
『こんな感じで書いてます』
『神の呪われた子』
『二律背反』
『鏡の国』
『ヒロイン』

＜児童書・絵本＞
『いもほりセブン』

『ベビーカー  ぶーぶーぶー』

『暗やみに  能面ひっそり』

『あめ　Rain  or  Candy ？』

『わたしの  おにんぎょうさん』
『パンどろぼうとほっかほっカー』
『ここにいるよ』
『へんしんやきいも』
『まじょのすいぞくかん』
『あーっとかたづけ』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5 63 4
8

7
9 12 1310 11

15
14

16 19 2017 18
22 23 24 25 26

21
27 28

29 30 31

10月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

　１０月２日（月）～１０月９日（月）は蔵書点
検のため休館となります。
　休館中の本の返却は、１階事務所前の返却
ポストをご使用ください。
　ＣＤ・ＤＶＤ・紙芝居の返却については、
破損の恐れがあるため、総合コミュニティセ
ンター事務所窓口へお願いします。

☆ １０月２７日（金）～１１月９日（木）は

　 読書週間です。

☆ 臨時休館のお知らせ ☆

≪標語≫   「私のペースで  しおりは進む」
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「家庭の元気応援キャンペーン」
マスコットキャラクター
『ファミリン』

　地域の皆さんの “目” が、子どもを守ります。
　より多くの目で、子どもたちの通学路等の安全・安心を確保していくために、「できる人が、
できる時に、できる事を」を基本に、無理のない範囲で活動をお願いしています。
※登録された方はボランティア保険に加入（申込み・費用負担は事務局が行います）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　教育委員会事務局　☎５３−３１２３

547

　９月になり、学校では２学期が
はじまりました。それに合わせ、
昔あそびも９月６日から再開して
います。
　事務局から昔あそびに参加する
児童の保護者の皆さまにお願いで
す。お子さまが、学校から直接体
育センターに行かれる場合には、
担任の先生にそのことを報告をす
る約束となっております。今一度、
ご家庭で確認をお願いします。

わきあいキッズ
　　　昔あそび再開！和木学農園

　８月２０日、９月１７日に活動しましたので、
２ヶ月分の掲載です。
　８月はお盆が終わったすぐ後だったためか少し
少なめでしたが、それでも１９家庭２５人の参加
でした。感謝感謝です。
　さて、今月の作業は９月の活動に向けての畝
作りです。田村主事の耕運機デビューとなりまし
た。それと平行してきゅうりやミニトマトの撤去、
ピーマンの収穫を行いました。
　続いて９月は講師の方のご都合により日を変更
して実施です。前回作った畝にキャベツの苗と
大根の種を植えました。キャベツは虫との戦い
になります。そのため、虫除けのネットをかぶせ
ました。
　昨年もキャベツ、大根はよくできていました。
今年も昨年以上によいできになるように、しっか
り育てていきたいものです。

　山口県では、「早寝早起き朝ごはん　本を読んで
外遊び　みんな仲良く今日も元気」をスローガンに、
「家庭の元気応援キャンペーン」を展開し、望ましい
家庭教育の実践へ向けて機運を高めるとともに、地
域や社会全体で支え合う環境づくりを進めています。
　また、毎月第３日曜日は「家庭の日」となってい
ます。親子でのふれあいを増やし、絆を深めてみま
せんか。

★早寝早起き朝ごはんなどの基本的生活習慣を身に付けましょう。
★家族がふれあう機会を大切にしましょう。
★家庭で手伝いを進んでしましょう。
★父親等の家庭教育への参加を進めましょう。

１０月は「やまぐち家庭教育支援強化月間」です！！！

問合せ
山口県教育庁地域連携推進課家庭教育支援班
☎０８３－９３３－４６６２

「わが家のやくそく・夏休みチャ
レンジ（小・中学生にご案内しま
した）」へのご協力、ありがとう
ございました！

使った後は、きれいにします

耕運機デビューの田村主事、
苦戦していました

苗を置きながら、間隔を
確認します みんな元気に走り回っています

○中学校
　自由参観日
　　１０月２日（月）～４日（水）
　あしゆび体操講演会
　　１０月３日（火）
　　　１３：３０〜１４：２０
　文化祭　１０月２１日（土）
○小学校
　和木学園勉強週間
　　１０月１０日（火）～１５日（日）
○こども園
　ＰＴＡ清掃　１０月　７日（土）
　運動会　　　１０月１４日（土）
　　　　　　　　　　９：００開始

和木学園だより

わきスクールガード募集中
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妊産婦サロン

すくすく計測相談会

子育て支援事業

Ｂee+で遊ぼう ～おでかけ　はちがみね～

日時　毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　１０月１８日（水）　１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所（山の手集会所）
参加費　1家族 100 円
問　和木町社会福祉協議会（☎52－86 4 4）

　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を行ってい
ます。お気軽にご利用ください。
日時　１０月２６日（木）９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

　未就園児の身体計測を行っています。保健師、栄養
士による個別相談もできます。お気軽にご利用くだ
さい。
日時　１０月１２日（木）１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前申し込み不要

　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。いずれも事前申し込みは不要です。詳細は、
開催場所にお問合せください。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師による個別相談を行ってい
ます。ご自身やご家族の悩みなど、お気軽にご利用く
ださい。
日時　１０月２４日（火）
　　　１４時～１６時のうち　１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師   玉田　和子　先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

　みんなで楽しくおでかけしませんか。ご参加お待
ちしております。
場所　蜂ヶ峯総合公園Ｂee＋エリア　にぎわい広場
※現地集合でお願いします。その後、バスに乗車し、
園内をドライブします。
日時　１１月７日（火）　１０時３０分～１１時３０分
対象　未就園児とその保護者　定員１０組程度
内容　ＳＬ乗車、園内ドライブ（１５分程度）、絵本読

み聞かせ等
参加費　無料
申込期限　１０月１７日（火）まで
※悪天候など実施が困難な場合には、事前に参加者
へ中止の連絡をいたします。
申込先　保健相談センター（☎52－72 9 0）
主催　和木町母子保健推進協議会

　外壁工事のため、保健相談センター前の駐車場が使用できません。お
近くの方はなるべく徒歩等でお越しください。ご迷惑をおかけしますが、
ご協力よろしくお願いします。
　駐車場は社協の道向かいの駐車場又は旧幼稚園庭をご利用ください。

13時30分～15時
和木町総合コミュニティセンター 3階 集会室

「健康維持のために、何か始めたい…。」そんな気持ちを応援する
プログラムです。気軽に取り組める内容です。

筋肉にスイッチ !

健康プログラム健康プログラム

● 地域子育て支援センター

おうちでできる簡単な運動
健康運動指導士

●運動指導

●運動実習

開催3日前までに、 保健相談センター（☎52-7290）へご連絡ください。

河角  淑子  先生

★ 準備していただくもの ★
運動のできる服装・ シューズ・ フェイス タオル ・水分補給用のお茶等

※医師から 運動を禁止されて
　いない方 

内  容

対  象

日  時

会  場
申  込

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定
（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

ストレス相談

ひきこもり家族の会

９：00～11：00

☎29－1523

☎29－1519

☎29－1525

13：00～16：00

【夜間】17:00～18:30

10：00～11：00

13：30～15：30

13：30～16：00

１０月２４日（火）
※毎月第４火曜日

１０月１０日（火）
※毎月第２火曜日

１０月１８日（水）
※毎月第３水曜日

１０月１０日（火）
　　　２４日（火）
※第２・第４火曜日

１０月１０日（火）

１０月２５日（水）
※毎月第４水曜日

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 電話番号

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
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インフルエンザ予防接種のお知らせ令和５年度
　ご自身の対象となる制度をご確認のうえ、ご利用ください。ご不明な点は、保健相談センターにお問合せください。

※1　生活保護受給者は無料です。医療依頼書の提示が必要です。
※2　医療機関により接種料金が異なります。
※3　契約医療機関外で接種した場合、償還払いとなります。自己負担で接種後、母子健康手帳、領収書、口座番号がわかるも

のを持って、保健相談センター窓口までお越しください。
※4　任意予防接種は接種者と医師との相談によって判断し行われるものです。効果や副反応をよくご確認の上、接種してください。
※5　60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳 1 級程度の障害のある人、又はヒト免

疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人も対象です。
※6　町内医療機関以外の契約している医療機関については、保健相談センターにご確認ください。

問 保健相談センター（☎52 -72 9 0）

対　　象

生後 6か月から
小学生 6年生

中学 1年生から
中学 2年生

中学 3年生
高校 3年生

満 65歳以上
※5

助成回数

2 回

1回

1回

1回

自己負担金額 ※1

接種料金から
助成金額
2,500 円を
引いた額　※2

なし

1,490 円

指定医療機関
町内医療機関
じんこどもクリニック
ひろいし小児科
だいこく小児科
しまだファミリークリニック
こうろ皮ふ科 ※3

町内医療機関

町内医療機関
上記以外の契約医療
機関　※6

接　　種　　方　　法

こどもの健康保険証、母子健康手帳を持参
し、医療機関に設置してある「和木町こど
も任意予防接種費用助成金交付申請書兼委
任状」を記入し、接種を受けてください。

９月に届いた接種券を持参し、接種を受け
てください。

健康保険証を持参し、接種を受けてくださ
い。

区　　分

　

個人的に接種す
る任意予防接種
※4

予防接種法に基
づいて実施され
る定期接種

大切！乳がんの早期発見
～10月はピンクリボン月間です～

接種期間　令和５年１０月１日㈰～令和６年２月２９日㈭

転入された方、初回接
種を未接種の方等で接
種を希望される方は、
保健相談センターへお
問い合わせください。

対象者　初回接種を完了し、前回接種から
３か月以上経過した生後６か月以上の者
ワクチン　オミクロン株 XBB.1.5 対応１
価ワクチンを１回接種　※自己負担なし。
接種場所　町内医療機関
予約方法　完全予約制
持参品　接種券一体型予診票（白色）、健康保険証、お薬手帳
※未使用の接種券（ピンク色、うす緑色、クリーム色）は使用で
きません。
接種券発送
①春開始接種をした方には、前回接種日順に送付します。
②対象者のうち、６４歳以下、または基礎疾患を有する方や医療
従事者等で春開始接種をしていない方で接種を希望する場合は
保健相談センター窓口へ接種券の発行申請が必要です。（町ホー
ムページから申請書をダウンロードし、郵送申請も可能。）申
請受付後、白色の接種券を発行します。  
　※発行までに数日かかります。ご了承ください。
注意事項
・新型コロナワクチンは、インフルエンザワクチンとの同時接種
が可能です。
・インフルエンザワクチン以外のワクチンは、新型コロナワクチ
ンと同時に接種できません。互いに、片方のワクチンを受けて
から２週間後に接種できます。
問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

令和 5年  新型コロナワクチン秋開始接種のお知らせ
実施期間：令和６年３月３１日まで

からだ応援ページ

実施期間　令和６年３月３１日まで
対象　和木町在住で令和５年４月１日時点
で４０歳以上の女性
内容　問診、マンモグラフィ検査（乳房X線検
査）、視触診（医師が必要と認めた場合）

　和木町では、健康増進法に基づき、４０歳以
上の方に乳がん検診を実施しています。

令和５年度　乳がん検診について

問　保健相談センター（☎52 -729 0）

平日夜間に受診できる病院
・錦病院　　
日時 １０月１２日（木）
　　  １８時～２０時
※要予約
予約・問  ☎４１−０１７７

・岩国病院・岩国みなみ病院・錦病院
・はるなウィメンズクリニック
・そだクリニック
・広島西医療センター・がん健診センター大野
・はつかいち乳腺クリニック

指定医療機関

持参物　和木町乳がん検診受診券・健康手
帳・健康保険証
※受診券の発行がない方は、保健相談セン
ターにご連絡ください。

自己負担　無料
その他　医療機関は個人でご予約くださ
い。年度で１回の利用になります。
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
や
、

脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
保
健
福

祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

〇
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

〇
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費

が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〇
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
で
受
診
し
た
医
療
費
が

あ
る
場
合
、
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参

の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

①
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
又
は
離

職
票

②
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

③
届
出
人
の
身
分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

①
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全

員
分
）
又
は
資
格
取
得
証
明
書

②
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
返
却

の
た
め
）

③
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

④
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

〜 

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う 

〜

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
健
康
診
査
受

診
券
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
健
康
診
査
の
結
果
が
良
く
な

か
っ
た
方
、
日
頃
か
ら
自
身
の
健
康
を
気

に
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

　

和
木
町
及
び
岩
国
市
の
医
療
機
関

※
詳
細
は
届
い
た
ご
案
内
文
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

令
和
6
年
3
月
31
日
㈰
ま
で

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

ご
確
認
く
だ
さ
い

持
参
物

①
健
康
診
査
受
診
券

②
健
康
診
査
質
問
票

③
被
保
険
者
証

自
己
負
担
額　

無
料

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
（
お

見
舞
金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
次

の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
お

持
ち
の
方　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

②
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
お
持
ち
の
方

3
，
0
0
0
円

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
1
、2
級
）

を
お
持
ち
の
方　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

④
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18
歳
未
満
の
子
の

い
る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護

世
帯
を
除
く
）　　
　
　
　
3
，
0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に
1
，
0
0
0
円

⑤
長
期
入
院
者
（
自
宅
療
養
を
含
め
6
ヶ

月
以
上
入
院
し
て
い
る
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

⑥
在
宅
で
3
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に

あ
る
方　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

申
請
期
限　

11
月
15
日
㈬

申
請
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会

※
申
請
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
印
鑑
と
手
帳
（
①
〜
③
の
方
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
等
で
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
本
人
と
の
関
係
が
わ
か
る
も
の

を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
令
和
5
年
11
月
1
日
現
在
が
基
準
日
と

な
り
ま
す
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み

で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
す
す
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
追
納
し
た
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る

方
へ

年
末
お
見
舞
金
の
申
請
は

お
早
め
に
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　認知症は一般的には高齢者に多い病気ですが、６５歳未満で発症した場合、「若年性認知症」
といいます。高齢者の認知症は女性に多いのに比べ、若年性認知症は男性に多いのが特徴で
す。
　全国の若年性認知症の数は約３５，７００人です（２０１８年発表）。原因となる疾患は、ア
ルツハイマー病が約５２．６％と最も多く、次いで血管性認知症（１７．１％）です。発症から
診断までに時間がかかる場合が多く、その間に家庭や職場で混乱をまねき、孤立してしまう
こともあります。
　本人や配偶者が現役世代なので、認知症になって職を失うと、経済的にも困ることになり
ます。また、親の病気が子どもに与える心理的影響も大きく、子どもへの支援は精神的・経
済的なことを含め幅広く考えることが大切です。まずは、様々なことを相談できる場所を見
つけましょう。

（引用：認知症介護研究・研修大府センター編集　若年性認知症ハンドブック）

　地域包括支援センターでは、認知症地域支援推進員を
配置し、随時相談を受け付けています。お気軽にご相談
ください。
問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

　『和木町はいかい高齢者等ＳＯＳネットワーク事業』とは、認知症の方等が行方不明になっ
たとき、地域の協力を得て早く発見・保護するための取り組みです。
　外に出て自宅に戻れなくなる可能性のある認知症高齢者等の情報を事前に登録し、行方不
明になったときに、家族等の依頼により身体的特徴や服装などの情報を協力事業者に配信し
て、情報提供をお願いするものです。

若年性認知症とはどんな病気なのでしょう？

和木町はいかい高齢者等ＳＯＳネットワーク事業和木町はいかい高齢者等ＳＯＳネットワーク事業

申・問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

≪事前登録について≫
・申請の窓口：地域包括支援センター
・申　請　者：ご家族等
・申請の時に必要なもの：
　　　　　　　登録対象者の写真（顔、全身の２枚）
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10
月
16
日
〜
22
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

第
５
回 

全
国
一
斉
障
害
年
金
法
律
相
談
会

（
相
談
料
無
料
・
予
約
不
要
）

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

町
民
相
談

特
設
人
権
相
談
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

岩
国
・
大
竹
地
区
障
害
者
就
職
面
接
会

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち『
チ
ョ
コ
の
会
』

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

　　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時 

10
月
17
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
害
者
の
方
、
障

害
者
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
の
方
を

対
象
に
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時 

10
月
6
日
㈮　

13
時
〜
15
時
30
分

場
所 

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
多
目
的
ホ
ー

ル
・
大
会
議
室
）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

障
害
年
金
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
や
支

給
停
止
・
支
給
却
下
の
事
案
等
に
つ
き
、
弁

護
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 
　

ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
支
援

者
の
方
か
ら
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時 
11
月
2
㈭　

10
時
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　

 　

13
時
30
分
〜
16
時

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0
ー
0
3
1
ー
1
0
2
）

問 

山
口
県
弁
護
士
会

（
☎
0
8
3
ー
9
2
2
ー
0
0
8
7
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時 

10
月
11
日
㈬　

15
時
〜
15
時
30
分

場
所 

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時 

10
月
12
日
㈭　

9
時
〜
10
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　　
日
時 

10
月
21
日
㈯

　
　

 

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た
め
、
18

日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
水
・
金
曜
日　
8
時
30
分
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 

10
月
20
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

日
時 

11
月
1
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所 

文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員 

人
権
擁
護
委
員

問 

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　

 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
10
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰

ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
各
種

行
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時 

10
月
20
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

10
月
10
日
、
17
日
、
31
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　
　

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
3
日
、
24
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

10
月
26
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所
（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売

終
了
間
近
！　
10
月
31
日
ま
で
！

令
和
5
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

回
答
の
お
願
い

窓
口
相
談
支
援
シ
ス
テ
ム
の

実
証
実
験
は
終
了
し
ま
し
た

工
事
に
よ
る
中
学
校
体
育
館
側

入
口
の
車
両
通
行
禁
止
に
つ
い
て

陸
・
海
・
空 

自
衛
官
候
補
生
募
集

職
業
訓
練
生
の
募
集

「
医
療
・
調
剤
事
務
科 

（
託
児
付
）」

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　自
分
の
最
低
賃
金

山
口
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

お
仕
事
も
承
っ
て
い
ま
す

　　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高

騰
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民

と
事
業
者
へ
の
支
援
及
び
消
費
喚
起
に
よ
る

町
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
期
間 

10
月
31
日
㈫
ま
で

販
売
場
所 

和
木
町
商
工
会
（
文
化
会
館
2
階
）

販
売
時
間 

9
時
〜
16
時
30
分

※
土
日
祝
祭
日
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

販
売
料
金 

1
セ
ッ
ト（
1
，0
0
0
円
×
10
枚
＝

1
0
，
0
0
0
円
）
を
5
，
0
0
0
円
で
販
売

※
1
人
に
つ
き
1
セ
ッ
ト
の
み
の
販
売
と

な
り
ま
す
。

購
入
方
法 

対
象
者
に
配
布
し
て
い
る
購
入

引
換
券
と
引
き
換
え
で
販
売
し
ま
す
。

商
品
券
の
有
効
期
限 

令
和
6
年
1
月
31
日
㈬

〇
商
品
券
全
般
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

和
木
町
商
工
会
（
☎
53
ー
2
0
6
6
）

〇
購
入
引
換
券
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

保
健
福
祉
課
窓
口
に
設
置
し
て
お
り
ま
し

た
、
職
員
が
話
し
た
言
葉
を
文
字
に
し
て
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
表
示
す
る
「
窓
口
相
談
支
援
シ

ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
は
、
令
和
5
年
9
月

29
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

今
回
の
取
組
に
つ
い
て
十
分
検
証
し
、
本
格

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
町
福
祉
行
政
の
推
進
に

ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

中
学
校
体
育
館
外
壁
改
修
工
事
に
伴
う

足
場
や
現
場
事
務
所
、
資
材
置
き
場
と
し

て
使
用
す
る
た
め
、
中
学
校
体
育
館
前
は
、

車
両
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

中
学
校
に
車
で
向
か
わ
れ
る
場
合
は
、
正

門
側
（
水
路
・
こ
ど
も
園
側
）
か
ら
出
入
り

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
間 

2
月
下
旬
ま
で

業
者 

株
式
会
社
中
谷
工
務
店

※
歩
行
者
の
通
行
は
可
能
で
す
。

※
中
学
校
体
育
館
は
使
用
可
能
で
す
が
、

窓
の
開
閉
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

総
務
省
統
計
局
（
和
木
町
）
で
は
、
10

月
1
日
現
在
で
「
令
和
5
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
書
類
が
配
布
さ
れ
た
世
帯
の
皆
様

は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
調
査
へ
の
ご
回

答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

調
査
で
は
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
調
査
は
、
政
府
の
重
要
な
調
査
と

し
て
統
計
法
に
定
め
ら
れ
た
「
基
幹
統
計

調
査
」
で
す
。
調
査
を
実
施
す
る
関
係
者

に
は
調
査
に
よ
っ
て
知
っ
た
こ
と
を 

他
に

漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
（
守
秘
義
務
）

を
規
定
し
て
い
ま
す
。

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

令
和
5
年
10
月
1
日
発
効
の

　

1
時
間　
９
２
８
円　
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
め
、
す

べ
て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金

が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問 

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
0
8
3
ー
9
9
5
ー
0
3
7
2
）

　

町
内
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
健
康
な
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

※
入
会
に
は
年
会
費
3
，0
0
0
円
（
傷
害
・

損
害
保
険
料
を
含
む
）
が
必
要
で
す
。

主
な
仕
事
の
内
容

〇
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
草
抜
き
・
草
刈
・

植
木
剪
定
・
清
掃
作
業

〇
美
術
館
の
受
付
管
理
業
務

〇
事
務
所
の
清
掃
作
業

〇
道
海
公
園
の
清
掃
等
の
管
理
業
務

〇
夏
季
プ
ー
ル
の
清
掃
管
理
業
務

〇
一
般
家
庭
の
草
抜
き
・
庭
・
畑
・
山
の

草
刈
、
植
木
剪
定
及
び
竹
木
等
の
伐
採

〇
一
般
家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
及
び
剪
定
屑
等

の
運
搬
処
分
作
業

〇
一
般
家
庭
の
家
具
の
移
動
及
び
簡
単
な

引
越
し
作
業　

な
ど

常
時
お
仕
事
承
り
中

○
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
可
能
で
す

○
受
付
時
間　

9
時
〜
15
時
30
分

○
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
で
す

申
・
問 

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
会
館
内
）（
和
木
2
丁
目
15
ー
22
）

（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

応
募
資
格 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間 

10
月
23
日
㈪
ま
で

試
験
期
日 

10
月
31
日
㈫
お
よ
び
11
月
3
日

㈮合
格
発
表 

11
月
中
旬

入
隊
時
期 

令
和
6
年
春
ま
た
は
令
和
5
年

11
月
下
旬

学
歴
・
資
格
等 

学
歴
・
性
別
・
資
格
・
経
歴

不
問
（
既
卒
・
中
途
退
職
者
等
歓
迎
）

※
個
別
相
談
随
時
受
付
中

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

訓
練
期
間 

11
月
30
日
㈭
〜
令
和
6
年
3
月

29
日
㈮　
（
4
ヵ
月
間
）

訓
練
場
所 

Y
I
C
学
院 

岩
国
教
室
（
岩
国

市
麻
里
布
町
1
丁
目
5
ー
32 

岩
国
駅
前
ビ

ル
4
F
）

訓
練
費
用 

受
講
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
・
検
定
受
検
料　

別

募
集
期
間 

10
月
6
日
㈮
〜
11
月
6
日
㈪

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
定
員 

20
名

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国　

職
業
訓
練

　
　
　
　
　
　
　

担
当
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）
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ワッペン ボタン

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねる文字放送に掲載した
写真を無料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写ってい
る本人またはそのご家族）はご
連絡ください。

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

問　企画総務課（☎52-2136）

　
和
木
中
学
校
で
は
、
令
和
6
年
度
の
新

1
年
生
よ
り
ブ
レ
ザ
ー
制
服
へ
移
行
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
制
服
検
討
委
員
会
に
て
検

討
を
重
ね
、
ブ
レ
ザ
ー
と
ボ
ト
ム
（
ズ
ボ

ン
、
ス
カ
ー
ト
）
の
素
材
と
デ
ザ
イ
ン
を

決
定
し
ま
し
た
。
制
服
の
特
徴
は
、
紺
色

を
基
調
と
し
た
ブ
レ
ザ
ー
と
ボ
ト
ム
に

「
緑
の
風
薫
る
文
化
の
ま
ち
和
木
町
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ト
ム
の

柄
に
緑
の
ラ
イ
ン
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ッ
ペ
ン
に
つ
い
て
も
、
和
木
町
の
バ
ラ

と
や
ま
も
も
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

た
、
中
学
生
が
考
案
し
た
も
の
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
制
服
に
つ
い
て
、
10
月
10
日
㈫

〜
10
月
19
日
㈭
の
期
間
中
、
文
化
会
館
ホ

ワ
イ
エ
に
展
示
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に

も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

和
木
中
学
校

　
　
　
ブ
レ
ザ
ー
制
服
へ

和木町内のイベントの模様
やお役立ち情報を放送して
います。

●
展
示
会

日
時 

10
月
25
日
㈬
〜
11
月
5
日
㈰

展
示
時
間 

10
時
〜
17
時

（
た
だ
し
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

会
場 

和
木
美
術
館

（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）

●
10
月
25
日
㈬
〜
10
月
29
日
㈰

・
子
供
絵
画
教
室

・
和
木
絵
画
ク
ラ
ブ

・
専
心
小
笠
原
流
煎
茶

　
特
別
出
展

《
絵
画
》
三
分
一
貴
司

　
　
　
　

島
﨑
こ
ず
え

　
　
　
　

島
崎　

陽
子

《
陶
芸
》
藤
川　

暁
子

　
　
　
　

宮
本　

健
吾

●
11
月
1
日
㈬
〜
11
月
5
日
㈰

・
明
水
書
道
会

　
　
　
　

 

（
水
曜
会
・
土
曜
会
）

・
正
筆
書
道
会

・
和
木
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス

　

ク
ラ
ブ

・
和
木
短
歌
会

・
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
（
橋
本
松
枝
）

・
洋
裁
同
好
会

・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

●
芸
能
祭

日
時 

11
月
3
日
（
金
・
祝
）

　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜

　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

会
場 

文
化
会
館　

ホ
ー
ル

出
演
団
体

○
Ａ
Ｍ
Ｍ

○
馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

○
公
民
館
民
踊
部

○
コ
ー
ラ
ス
「
あ
ひ
る
」

○
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

A
B
E
A
T
ク
ラ
ブ

○
ナ
ニ　

モ
ハ
ラ

○
ナ
メ
ア　
フ
ラ　
オ　
イ
カ
‘
ラ
イ

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｃ
ｏ
ｏ

○
は
っ
ち
弦
楽
合
奏
団

○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会

○
プ
チ
マ
マ
コ
ー
ラ
ス

○
邦
楽　

生
田
流
正
派　

桃
の
会

○
四
境
太
鼓

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
和
木
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
Ｔ
４

主
催 

和
木
町
文
化
協
会

後
援 

和
木
町
・
和
木
町
教
育
委
員
会

問
和
木
町
文
化
協
会（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

２０２３

公園ホームページは、
こちらから【お問合せ】

和木町蜂ヶ峯総合公園管理協会
〒740-0062  山口県玖珂郡和木町大字瀬田紺屋作 260-1
電話番号　0827-52-3751
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開催

町制施行 50周年記念

スケートボード・BMX・ランバイクの体験。
スケートボード・BMXは、インストラクター
による指導もあります。パフォーマンス
ショーも必見！！

日　時 １１月２６日（日）9時～
　　　　　　　　（受付開始８時５０分～）
場　所 蜂ヶ峯総合公園Bee+
種　目 スケートボード・BMX・ランバイク
 体験教室とパフォーマンスショー
対　象 どなたでも
　　　　　（小さいお子様はランバイクだけでもどうぞ）
参加費 無料
その他 ヘルメット、プロテクターは無料で貸し出します。
 運動に適した服装と靴でお越しください。
 雨天の場合は中止します。
問合せ　都市建設課（☎５２－２１９７）

同時開催

チャンバラ合戦～和木の戦い～
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）

ス
ポ
ー
ツ

開催日
場　所
成　績

９月３日
上宇部小学校
Cブロック優勝

■ 第42回宇部ときわライオンズクラブ杯ミニバス交歓会

開催日
場　所
成　績

８月１９・２０日
大竹市総合体育館
準優勝

■ 第3回グラシアスカップ

開催日
場　所
成　績

８月１１・１２日
佐波小学校
優勝

■ Queen’sカップ2023

開催日
場　所
成　績

８月６日
三原市南小学校
準優勝

■ サマーカップ
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〇
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

〇
サ
ッ
カ
ー
部

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

　

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

に
よ
り
、
関
係
者
駐
車
場
等
と
な
る
た

め　

休
館
と
な
り
ま
す
。
体
育
セ
ン
タ
ー

及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
窓
口
で
の
受
付
等
も
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
29
日
㈰
終
日

問　

体
育
セ
ン
タ
ー（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

 

開催日
場　所
成　績

９月３日
廿日市市阿品台中学校等
優勝

■ 広島佐伯近郷少年親善ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

７月３０日
愛宕GOGOフィールド
優勝

■ KENDO  CUP

開催日
場　所
成　績

９月２日
横山河川敷グラウンド
優勝

■ 第15回シゲオカスポーツ杯

開催日
場　所
成　績

８月２０日
祇園小学校グラウンド
第 3位

■ 第22回銀祇杯争奪ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

８月１１日
サン・ビレッジ周東
準優勝

■ Jr.周東・若竹友好ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

７月２３日
出島沖グラウンド
準優勝

■ 第16回府中北親善ソフトボール大会

大
会
名　

Ｒ
5
年
Ⅱ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会

開
催
日　

8
月
23
日

場 

所　

和
木
町
民
庭
球
場

成 

績
初
級
の
部

１
位　

平
岡　

英
二〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

２
位　

藤
本　

満
夫〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

３
位　

井
上　

徳
子〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

中
級
の
部

１
位　

山
口　

英
一〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

２
位　

田
崎　

雅
之〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

３
位　

安
田
亜
希
子〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

３
位　

相
川　

葉
子〔和

木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕
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問：住民サービス課（☎５２－２１９４）

３Ｒとはリデュース（Reduce）→発生抑制、リユー
ス（Reuse）→再使用、リサイクル（Recycle）→再利
用の３つのＲの総称です。

10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です

３Ｒの推進にご協力を

お願いいたします。

リデュースとは、物を大切に使い、ごみを減らす
ことです。
○ 必要のないものは買わない、もらわない
○ 壊れにくく、長く使える製品を買う
○ 買い物にはマイバッグを持参する

リユースとは使えるものは繰り返し使うことです。

○ 詰め替え用の製品を選ぶ
○ いらなくなった物は、ほしい人にゆずったり、
 　リサイクルショップを利用する

リサイクルとは、ごみを資源として再び利用する
ことです。
○ ごみを正しく分別し、リサイクルしやすくする
○ ごみを再生して作られた製品を利用する

問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

◆ ◆

●「
み
か
ん
狩
り
と
江
田
島
荘
で
ラ
ン
チ
・

　

下
蒲
刈
蘭
島
散
策
」（
江
田
島
市
及
び
呉
市
）

日
時　

11
月
18
日
㈯　

9
時
20
分
～
18
時

集
合
場
所　

広
島
駅
北
口
2
階
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
中
央
サ
ー
ク
ル
︵
広
島
市
南
区

松
原
町
2
番
37
号
︶

内
容

川
西
農
園
︵
み
か
ん
狩
り
・
園
内
食
べ
放
題
︶︑

江
田
島
荘
︵
昼
食
︶︑
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
︵
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
︶︑呉
市
下
蒲
刈
・

蘭
島
散
策
︵
松
濤
園
・
蘭
島
閣
美
術
館
・
三

之
瀬
御
本
陣
芸
術
文
化
館
・
白
雪
楼
︶

旅
行
代
金　

7
︐
0
0
0
円
／
1
名

︵
昼
食
代
込
み
︶

募
集
人
数　

30
名
︵
最
少
催
行
人
員
15
名
︑

定
員
に
達
し
次
第
募
集
終
了
︶

主
催　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施　

広
交
観
光
株
式
会
社

申
込
開
始　

10
月
15
日
㈰ 

10
時
か
ら

そ
の
他

・
バ
ス
ガ
イ
ド
は
乗
車
し
ま
せ
ん
︵
添
乗
員

は
同
行
し
ま
す
︶︒

・
大
型
バ
ス
の
座
席
は
︑
他
申
込
み
グ
ル
ー

プ
と
相
席
と
な
ら
な
い
よ
う
調
整
い
た
し

ま
す
︒

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ

り
︑
ツ
ア
ー
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
︒

申
・
問

　

広
交
観
光
株
式
会
社

︵
☎
０
８
２
ー
2
3
8
ー
4
9
3
0
︶

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

広
島
広
域
都
市
圏

概
要
　
広
島
広
域
都
市
圏
の
児
童
・
生
徒
（
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
）
を
対
象
に
、
広
島

交
響
楽
団
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
演
奏
曲
に
ま
つ
わ
る
楽

し
い
話
を
交
え
な
が
ら
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。

公
演
名
　
広
島
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽

鑑
賞
教
室

指
揮
　
水
戸
博
之

主
催
　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
（
公
社
）
広

島
交
響
楽
協
会

日
時
　
11
月
3
日
（
金
・
祝
）　
15
時
〜
16
時

（
14
時
30
分
開
場
）

会
場
　
竹
原
市
民
館
ホ
ー
ル
（
竹
原
市
中
央
5

丁
目
5
番
24
号
）

募
集
対
象
　
広
島
広
域
都
市
圏
在
住
又
は
広
島

広
域
都
市
圏
内
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
及

び
そ
の
保
護
者

※
小
学
生
の
み
で
の
入
場
不
可

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

募
集
人
数
　
3
4
0
人

鑑
賞
料
 
小
学
生
7
0
0
円
、
中
学
生
8
0
0

円
、　
高
校
生
9
0
0
円
、
保
護
者
9
0
0
円

※
別
途
、
発
券
手
数
料
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

し
く
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
店
頭
に
て
申
込
み

※
P
コ
ー
ド
：
2
5
0
ー
3
4
2

※
当
日
指
定
席
・
先
着
販
売

申
込
期
限
　
11
月
3
日
（
金
・
祝
）
15
時
ま
で

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
、
会
場
で
の
当
日
券
販
売
は

行
い
ま
せ
ん
。

問
　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

（
☎
0
8
2
ー
5
0
4
ー
2
0
1
7
）

広
島
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

音
楽
鑑
賞
教
室

小型家電の
リサイクルについて

　和木町では、新たに国の認定事業者であるリ
ネットジャパンリサイクル㈱と令和５年１０月
1 日より協定を締結し、便利で安心な宅配便に
よる小型家電の自宅回収を実施します。回収を
依頼する使用済み小型家電にパソコン又はタブ
レットが含まれる場合は、回収料金が無料とな
ります。貴重な資源のリサイクルにご協力をお
願いします。
　従来のごみの分別・排出方法について変更す
るものではありません。
　詳しくは、和木町のホームページをご覧くだ
さい。
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今月の納税
和
木
こ
ど
も
園
新
入
園
説
明
会

︵
令
和
6
年
度
︶
の
ご
案
内

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 218

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

事
例
の
よ
う
に
役
所
の
職
員

を
名
乗
る
犯
人
か
ら
、「
あ
な

た
に
支
払
う
還
付
金
が
あ
る
」

と
い
っ
た
連
絡
が
あ
り
、
指
示

ど
お
り
に
携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
と
、
還
付

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

手
続
き
を
電
話
で
指
示
さ
れ
、

そ
の
と
お
り
に
操
作
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
実
際
に
は
犯
人
の
口

座
に
お
金
が
振
り
込
ま
れ
て
い

た
、
と
い
っ
た
還
付
金
詐
欺
に

よ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
役
所
か
ら
の
還
付
金
に
関

す
る
連
絡
は
郵
便
で
行
わ
れ
て

お
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に

電
話
で
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
電
話
を
切

り
ま
し
ょ
う
。
不
安
を
感
じ
た

際
は
、
早
め
に
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　

役
所
か
ら
３
万
円
の
還
付
が

あ
る
と
連
絡
が
あ
り
、
今
日
が

手
続
き
の
最
終
期
限
の
た
め
、

銀
行
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

信
用
で
き
る
の
か
。

【
回
答
】

　

還
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

銀
行
に
行
く
よ
う
に
役
所
が
求

め
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
こ
と

を
伝
え
、
連
絡
を
取
ら
な
い
よ

う
助
言
し
た
。

和

木

短

歌

会

八
百
人
や
ぐ
ら
を
囲
み
集
う
夜

老
い
も
若
き
も
ハ
�
チ
を
踊
る

﹃
福
祉
カ
レ
�
詠
�
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
﹄

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
会
長
腰
低
く
言
ふ

中
礒　

和
子

輪
を
描
き
空
高
く
舞
う
鳶
三
羽

日
暮
れ
の
町
に
和
木
音
頭
響
く

泉
原　

節
子

降
り
し
き
る
吉
香
公
園
東
屋
に

静
か
に
流
れ
る
友
の
篠
笛

野
分
過
ぎ
庭
の
夏
薔
薇
ひ
と
も
と
の

真
紅
の
蕾
ひ
た
と
揺
れ
を
り

井
口
美
智
子

清
水　

敬
子

小
瀬
川
に
ぴ
�
ん
ぴ
�
ん
跳
ね
る
魚
た
ち

水
の
輪
�
か
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る

灰
岡　

裕
美

仰
向
け
に
道
に
転
が
る
油
蝉

山
に
帰
せ
ば
ヤ
マ
ユ
リ
揺
れ
る

藤
川　

洋
子

兼
本　

信
昌

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
県
民
税
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　3
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　  

　
　
　
　
　
　
　　
10
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　4
期
分

介
護
保
険
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　4
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　  

　
　
　
　
　4
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

（納期限は10月31日㈫です。）

（
公
財
） 

山
口
県
市
町
村
振
興
協
会

　

令
和
6
年
度
に
入
園
さ
れ
る
方
を
対
象
に
︑
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
︒
対
象
の
年
齢
で
︑
入
園
希
望
の
方
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
︒

対
象
児

１
・
２
号
︽
新
年
長
・
新
年
中
・
新
年
少
︾

　

現
在
和
木
こ
ど
も
園
に
在
籍
し
て
い
な
い
方
で
︑
平
成
30

年
4
月
2
日
～
令
和
3
年
4
月
1
日
生
の
入
園
希
望
の
方

３
号
︽
３
歳
未
満
児
︾

　

令
和
5
年
4
月
2
日
生
以
降
の
希
望
の
方

※
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
︑
詳
し
い
説
明
会
を

行
い
ま
す
︒

日
時　

11
月
30
日
㈭　

15
時
～

場
所　

和
木
こ
ど
も
園

内
容

１
・
２
号

　

入
園
に
関
す
る
説
明
︵
持
ち
物
・
身
だ
し
な
み
等
︶︑
申

請
書
及
び
面
談
票
︑
制
服
申
込
書
の
配
付

３
号

　

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
︑
申
請
書
の
配
付

※
3
号
は
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
︑
再
度
詳
し

い
説
明
会
を
行
い
ま
す
︒

持
参
物　

筆
記
用
具
・
保
護
者
用
室
内
履
き
・
靴
を
入
れ
る

ビ
ニ
ー
ル
袋

駐
車
場　

こ
ど
も
園
園
庭

注
意
事
項　

基
本
保
護
者
の
み
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
︒

問　

和
木
こ
ど
も
園
︵
☎
52
ー
2
7
0
7
︶

還付金詐欺に注意！ATM
〇〇銀行

（
発
売
期
間
9
月
20
日
㈬
〜
10
月
20
日
㈮
）
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159
150

163
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134

145

1 6
29

77
108

162
171

193
202

160
142

206
190
187

177
134

119
120

195
184

149
103

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

令和５年９月１日現在
総人口　5,902人（＋39）
世帯数　2,660世帯（＋37）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　3,014人（＋42人）男　2,888人（－3人）

（人）

　ちびっこ天才歌手として数々の
素人歌謡賞の大賞・グランプリを
獲得。１５歳の時に作曲家の市川
昭介に弟子入り。平成１１年に「音
頭・水戸黄門 ああ人生に涙あり」
でデビュー。来年、令和６年には
デビュー２５周年を迎える。

　
和
木
町
町
制
施
行
50
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
大
変
貴
重
な
年
に
、
先
月
16
日
、
敬
老
会
の
舞
台
で
歌

わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
故
郷
を
離
れ
約
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。
せ
わ
し
な
い
東
京
で

の
生
活
が
ず
っ
と
長
く
な
っ
た
今
で
も
、
故
郷
は
い
つ
も
心
の

支
え
で
す
。

　
辛
い
時
・
悲
し
い
時
、
一
人
静
か
に
目
を
閉
じ
て
心
を
故
郷

に
旅
立
た
せ
る
と
、
自
然
豊
か
な
町
並
み
と
穏
や
か
な
時
の
流

れ
が
、
暗
い
心
を
癒
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
特
に
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
何
度
心
の
旅
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
15
歳
で
作
曲
家
「
市
川
昭
介
」
先
生
の
門
下
に
入
り
、
色
々

な
こ
と
を
教
え
て
頂
く
中
で
「
う
ま
い
歌
手
に
な
ら
な
く
て
良

い
か
ら
、
い
い
女
に
な
り
な
さ
い
」
と
何
度
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

歌
の
中
に
そ
の
人
の
姿
が
透
け
て
見
え
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　「
い
い
女
」
と
は
色
ん
な
捉
え
方
が
出
来
ま
す
が
、
私
は
〝
丁

寧
に
生
き
る
〞
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
要
素
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
迎
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
和
木
町
の
半
分
の
年
齢
で
す
ね
。

　
市
川
昭
介
先
生
の
教
え
を
守
り
、
和
木
町
の
様
に
丁
寧
に
歳

月
を
重
ね
、
美
し
く
温
か
い
歌
い
手
の
道
を
歩
い
て
行
け
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

和木町町制施行５０周年記念企画 ＜第５回＞

山 口　瑠 美 さん
（演歌歌手）

笑顔つなぐ　つなげる、

和木のこころ・未来。
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